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O
o
犀
α
即
ヨ
目
霞
ポ
＞
ぎ
窪
く

　
　
～
魯
夷
導
鋤
兜
一
8
0

｛
蕗
吋
の
球
即
｛
吋
O
o
げ
酔

『
ゴ
ル
ト
ダ
ン
マ
ー
刑
法
雑
誌
』
（
充
六
〇
年
）

　
本
誌
は
現
在
ド
イ
ッ
で
発
行
さ
れ
て
い
る
刑
法
関
係
の
専
門
誌
の
中
で
．
最

も
生
命
め
長
い
も
の
で
あ
つ
て
、
創
刊
は
遠
く
一
八
五
三
年
．
当
時
プ
ロ
シ
ア

高
等
裁
判
所
参
事
官
で
あ
つ
た
ゴ
ル
ト
ダ
ソ
マ
ー
の
手
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
編

輯
は
ご
く
わ
ず
か
の
例
外
を
除
ぎ
実
務
家
の
手
に
な
つ
て
い
る
。

　
本
誌
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
は
．
と
り
も
直
さ
ず
ド
イ
ッ
近
世
史
を
ひ
も
ど

く
感
が
あ
る
。

　
本
誌
は
一
八
五
三
年
．
ま
ず
は
O
o
一
ε
即
3
轟
霧
．
召
。
＞
さ
鐸
ぐ
｛
穿
胃
霊
幣

・
富
魯
＄
る
o
需
舞
器
。
鐸
と
し
て
発
足
し
た
。
一
八
七
一
年
（
第
一
九
巻
）
に
9

＞
．
鉾
鵯
糞
。
百
器
含
窪
錺
島
＄
簑
自
罵
窪
器
ぎ
琴
皿
幹
蚕
守
。
。
窪
と
改
め
ら

れ
た
が
．
ゴ
ル
ト
ダ
ン
マ
ー
は
こ
の
巻
の
二
一
月
号
の
編
集
を
み
ず
に
世
を
去

り
．
そ
の
遺
志
で
竃
謁
零
が
二
〇
巻
の
編
輯
に
当
つ
た
。
一
二
巻
よ
り
二
七

　
　
　
　
紹
介
と
批
辞

巻
ま
で
マ
！
ガ
ー
の
後
仔
者
国
導
5
が
編
集
し
．
一
八
八
O
年
（
二
八
巻
）
に

＞
り
魯
ぞ
輪
写
o
o
静
霧
守
8
鐸
と
改
称
さ
れ
、
多
数
の
刑
法
学
者
に
よ
り
編
輯
さ

れ
た
。
一
八
八
七
年
（
三
五
巻
》
に
竃
o
く
雷
が
主
宰
し
算
涛
9
蜜
黄
匿
目
が

編
輯
に
加
わ
つ
た
。
第
四
六
巻
（
一
八
九
八
・
九
九
年
）
か
ら
コ
ー
ラ
ー
が
編
輯

者
に
な
り
、
四
七
巻
よ
り
＞
3
試
く
旨
噌
o駐
零
”
ヰ
8
詳
鐸
5
ユ
望
暴
甘
さ
器
器

と
改
称
さ
れ
た
．

　
六
七
巻
（
一
九
瞬
九
年
》
は
コ
！
ラ
ー
の
七
〇
回
誕
生
日
を
祝
つ
た
が
、
そ
の

八
月
三
日
に
彼
は
死
去
し
．
六
八
巻
よ
り
ク
レ
ー
が
編
集
者
と
な
つ
た
。

　
一
九
三
三
年
に
ナ
チ
ス
が
ド
イ
ッ
を
支
配
し
、
次
第
に
ナ
チ
ス
の
世
界
観
が

ド
イ
ッ
刑
法
学
に
力
を
得
て
い
つ
た
。
一
九
三
四
年
に
至
り
．
本
誌
は
U
o
5
，

器
ザ
窪
o
o
鐸
牌
守
8
騨
と
改
称
さ
れ
．
ク
レ
ー
が
編
輯
し
。
一
九
四
五
年
ま
で
続

い
た
。
叫
九
三
四
年
か
ら
新
第
一
巻
と
し
て
発
足
し
た
か
ら
、
こ
の
雑
誌
は
一

二
巻
を
算
え
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
間
、
行
為
者
刑
法
を
中
心
と
し
て
．
キ
ー

ル
学
派
、
メ
ツ
ガ
ー
等
の
活
躍
が
見
ら
れ
た
。

　
戦
後
、
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
本
誌
は
、
創
刊
一
〇
〇
週
年
に
当
る

一
九
五
三
年
に
．
創
鷺
者
の
名
を
冠
し
、
新
た
に
司
法
省
参
事
官
毎
騨
弩
霞

を
編
集
者
と
し
て
復
刊
し
た
。
巻
の
表
示
は
発
行
年
度
を
も
つ
て
す
る
よ
う
に

な
つ
た
。

　
本
誌
は
そ
の
創
刊
以
来
の
伝
統
で
．
実
務
家
の
寄
稿
が
多
く
、
実
務
に
資
す

る
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
雑
誌
で
あ
り
．
論
文
は
比
較
的
短
か
く
、
テ
ー
マ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
二
崩
ご



　
　
　
紹
介
と
批
評

具
体
的
な
議
論
が
多
く
．
実
際
問
題
の
処
理
が
関
心
事
の
よ
う
で
あ
る
。

　
以
下
、
我
が
刑
法
学
の
研
究
上
に
有
意
義
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん
で
、
簡

単
に
紹
介
し
た
い
。

　
角
l
S
き
急
鞠
必
寒
魯
き
雷
9
ぶ
頓
暮
o
。
＆
＆
註
轟
肺
簿
言
器
匙
醤
3
“
蟄
罫
ミ
，

醤
鳶
㊥
§
禽
。
・
憲
鷺
斜
幹
一
矯
●

　
特
別
法
中
の
補
充
条
項
に
よ
り
．
一
般
法
の
刑
罰
が
適
用
せ
ら
れ
る
場
合

に
．
保
安
処
分
、
改
善
処
分
に
つ
き
基
準
と
な
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
処
分
が
そ

の
一
般
法
中
で
は
た
と
え
き
び
し
い
も
の
で
あ
つ
て
も
、
適
用
を
排
除
せ
ら
れ

た
特
別
法
の
規
定
中
の
保
安
、
改
善
処
分
で
あ
る
と
い
う
点
を
、
法
の
統
一
の

見
地
か
ら
論
じ
た
も
の
。

　
蚕
・
箋
ε
§
註
』
蕩
包
ミ
勾
8
蕊
。
。
鳶
8
ぴ
§
暑
画
§
o
o
言
＆
。
。
肋
暮
§
弩
㊦
さ
専
§

・
ー
騨
O
凝
慧
噛
噌
O
肺
ー
。
の
●
ら
円
●

　
d
o
諾
∴
ー
O
き
o
註
o
。
§
画
§
豊
乳
き
器
1
一
．
の
●
一
〇
ω
融
．

　
O
o
凄
．
”
ー
O
き
9
蕊
農
翫
§
o
。
亀
Q
肉
き
欝
ー
自
．
oo
●
謡
㎝
轟

　
い
わ
ゆ
る
国
家
の
存
立
に
危
害
を
及
ぽ
す
犯
罪
、
秘
密
結
社
等
に
つ
き
戦
後

の
判
例
を
構
成
要
件
の
文
言
に
分
析
し
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
国
家
に
対
す
る
犯
罪
に
対
処
し
た
国
際
的
な
筋
力
関
係
に
つ
き
、
犯
人

引
渡
し
の
問
題
を
中
心
と
し
て
論
じ
た
も
の
が
、
　
曇
い
妥
＆
ミ
馬
§
い
ミ
s
導

蔑
0
醤
富
題
8
蕊
G
。
ミ
§
馳
3
恥
言
蕊
器
匙
§
讐
⇔
さ
専
§
鳩
¢
器
節
で
あ
る
。

　
q
竃
軌
。
。
瀞
ミ
、
O
驚
b
恥
罫
ぎ
窒
暮
§
恥
8
醤
さ
＆
o
ミ
§
魯
。
“
ミ
爵
畿
＆
ミ
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
（
一
一
二
）

　
弁
護
人
の
手
中
に
あ
る
書
類
を
押
収
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
に
つ
き
論
ず

る
。
弁
護
人
の
手
続
法
上
の
地
位
、
押
収
の
要
件
、
引
渡
・
押
収
・
捜
索
・
閲

覧
．
押
収
の
禁
止
と
利
用
の
禁
止
、
書
類
の
利
用
と
法
定
主
義
等
に
つ
き
論
じ

る
。　

刑
事
手
続
で
弁
護
人
の
手
中
に
あ
る
書
類
を
押
収
す
る
の
は
、
極
く
限
ら
れ

た
範
囲
内
で
は
司
法
官
憲
の
介
入
権
と
し
て
は
法
政
策
的
に
必
要
で
あ
り
、
そ

の
限
度
は
、
弁
護
人
自
身
が
犯
罪
に
加
担
し
た
こ
と
に
よ
り
、
或
は
委
任
関
係

に
基
づ
き
そ
の
帰
せ
ら
れ
て
い
た
法
的
な
保
護
を
失
う
場
合
と
か
、
罪
体
或
は

正
当
な
国
家
機
関
に
よ
り
没
収
又
は
少
く
と
も
保
全
が
必
要
と
さ
れ
る
物
が
そ

の
手
中
に
あ
る
場
合
を
い
う
。
但
し
、
後
者
の
場
合
に
は
、
善
意
の
弁
護
人
と

い
え
ど
も
．
職
務
上
の
黙
秘
義
務
に
対
し
、
刑
事
訴
追
に
関
す
る
公
の
利
益
の

優
位
か
ら
生
ず
る
法
的
効
果
を
甘
受
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
責
任
を
自
覚
す

る
弁
護
人
は
、
刑
事
弁
護
の
範
囲
内
で
あ
つ
て
も
．
真
実
の
発
見
に
仕
え
る
と

い
ラ
使
命
に
て
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
必
要
性
を
拒
む
こ
と
は
で
き
ま
い
、
と

す
る
。
し
か
し
．
こ
の
点
に
は
、
刑
訴
法
の
相
違
も
あ
ろ
う
が
、
問
題
は
あ
り

そ
う
で
あ
る
。
あ
ま
り
一
般
化
さ
れ
て
は
、
我
が
国
の
弁
護
人
か
ら
は
反
論
が

あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
民
㍉
寅
憲
。
。
＄
国
撃
§
宰
鳥
§
勢
軸
§
ミ
ぴ
9
爵
恥
㈱
む
い
ζ
q
●

　
特
別
法
で
あ
る
生
活
物
資
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
つ
て
新
た

に
加
え
ら
れ
た
条
文
の
解
説
。



　
卸
ミ
黛
ミ
ミ
鳶
』
翫
劉
§
嫡
匙
ミ
誓
ミ
ミ
。
。
o
匙
§
喚
＆
ミ
亀
ミ
寒
ミ
鷺
璽

豊
篤
鼠
肺
●
oロ
●
O
q
旨

　
飲
酒
し
て
自
動
車
を
運
転
し
．
交
叉
点
で
屈
折
の
合
図
を
せ
ず
、
近
く
を
走

っ
て
い
た
車
と
衝
突
し
、
そ
の
車
に
同
乗
し
て
い
た
人
を
脾
臓
破
裂
せ
し
め
、

被
害
者
が
手
術
一
〇
日
後
に
死
亡
し
た
と
い
う
事
件
で
．
過
失
殺
の
罪
に
問
わ

れ
た
。
聯
邦
裁
判
所
は
被
告
の
上
告
を
認
め
た
。
こ
の
判
決
に
対
す
る
批
評
で

あ
る
。

　
そ
の
判
決
理
由
は
、
事
故
の
直
後
に
死
ん
だ
の
で
は
な
く
、
そ
の
死
の
直
接

的
原
因
は
脾
臓
破
裂
で
な
く
小
腸
麻
痺
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
開
腹
手
術
に
あ
り

が
ち
な
こ
と
で
あ
り
．
ど
ん
な
治
療
で
も
治
ら
な
い
こ
と
が
多
い
等
を
推
考
し

て
死
の
結
果
に
つ
い
て
責
任
を
問
う
こ
と
を
否
定
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
こ

で
は
、
死
の
結
果
に
対
す
る
予
見
可
能
性
の
問
題
と
か
．
条
件
関
係
に
つ
き
相

当
立
ち
入
つ
て
論
及
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
ゥ
ラ
ッ
ハ
は
こ
れ
ま
で
の
判
例
．
特
に
下
級
審
で
は
．
過
失
犯
の
場
合
に
、

構
成
要
件
に
該
当
す
る
結
果
に
つ
い
て
の
予
見
可
能
性
に
過
分
な
要
求
を
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
．
行
為
者
が
過
失
で
ひ
き
起
し
た
最
初
の
原
因
に
与
え
た
因
果

の
作
用
が
条
件
説
に
よ
つ
て
肯
定
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
過
失
で
あ
る
と
考
え
が
ち

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
聯
邦
裁
判
所
判
例
は
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
意
味

で
喜
ば
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
最
初
に
原
因
を
与
え
た
加
害
者
の
過
失
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
治
療
に
当

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

つ
た
医
師
の
技
術
上
の
ミ
ス
な
ど
予
見
可
能
で
あ
る
わ
け
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
、
加
害
者
に
問
わ
れ
る
べ
き
責
任
の
限
界
に
つ
き
．
こ
の
点
を
特
に
慎
重
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

　
本
論
文
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
以
来
の
判
例
を
通
覧
し
、
予
見
可
能
性
な
る
も

の
に
つ
い
て
、
非
常
に
参
考
と
な
る
意
見
を
の
べ
て
い
る
。

　
さ
専
§
9
醤
§
的
斬
蓑
匙
運
ε
§
§
亀
ミ
鳶
ミ
蕊
巷
慧
暴
蕊
言
§
ミ
匙
§

署
固
噛
§
鴇
o
o
恥
き
怨
昏
§
讐
3
幅
－
。
ご
p
●
一
◎
ω
弗

　
筆
者
は
ダ
ル
ケ
の
コ
ソ
メ
ソ
タ
ー
ル
の
編
者
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
濱

職
罪
に
つ
い
て
の
そ
の
任
に
あ
る
公
務
員
、
裁
量
の
任
に
当
る
公
務
員
に
つ
い

て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
以
来
の
判
例
に
つ
き
個
々
の
問
題
を
探
求
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
こ
の
他
、
雨
零
8
算
凝
彗
磯
②
霞
閑
8
算
。
塗
胃
o
魯
§
鵬
審
・
図
9
魯
璽

碗
Φ
二
魯
駐
　
躍
5
畠
　
α
霊
　
尉
唱
冒
含
醗
磯
o
ユ
o
騨
ロ
　
的
仁
吻
ω
認
　
望
。
O
D
閃
ゆ
び
母
島
g

国
吋
目
o
呂
睾
菩
舞
目
霊
9
言
N
●
聖
・
ミ
。
切
騨
認
（
這
8
）
幹
㎝
鍵
塗
　
で
．

こ
の
間
題
を
扱
つ
て
い
る
。

　
b
妥
ε
ミ
馬
賊
§
噌
恥
雪
9
、
言
噌
魯
Φ
魯
乱
ミ
ξ
別
ミ
ミ
零
欝
3
喚
8
s
旨
§
旨
執
恥
画
魯
§

。
ぎ
§
9
む
ミ
き
9
画
§
巳
8
畿
9
凝
o
。
翫
。
。
。
ぴ
ミ
O
ε
O
畿
伽
＆
画
§
§
矯
．
s
§
ぴ
吻
胤
§
o
唇

5
唾
。
。
9
§
§
ミ
s
噴
。
9
喚
鵠
無
き
。
。
鳩

　
ナ
チ
的
機
関
の
徽
章
を
つ
け
る
こ
と
が
団
体
に
関
す
る
法
に
ふ
れ
る
か
の
問

題
。
特
別
な
関
係
を
も
つ
者
以
外
に
は
関
心
は
ひ
く
ま
い
。

　
曇
、
～
切
§
鳶
㌦
b
画
馬
Q
壕
§
嫡
§
匙
塁
鳴
義
ミ
魯
§
き
専
鳶
貸
⑰
篤
⇒
ミ
“
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
　
　
　
（
鱒
＝
き



　
　
　
紹
介
と
批
評

さ
ε
婁
画
濫
曾
。
。
o
＆
ミ
恥
ぴ
蔑
S
薯
，
§
＆
ミ
醤
罫
§
§
き
ミ
醤
3
§
暮
蔑
讐

』
琶
旨
鴨
§
画
§
o
o
讐
＆
零
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刑
事
の
公
判
で
記
録
を
と
る
際
に
い
ろ
い
ろ
障
害
が
多
い
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
る
。
こ
と
に
証
人
の
証
言
に
つ
き
完
全
な
記
録
は
と
れ
る
も
の
で
は
な
い
．

こ
の
点
に
つ
き
．
完
全
な
速
記
に
よ
る
記
録
或
は
録
音
テ
ー
プ
を
法
律
上
と
り

入
れ
た
ら
ど
う
か
と
い
5
こ
と
が
論
議
さ
れ
て
き
た
が
、
ベ
ル
リ
γ
で
の
第
四

一
回
ド
イ
ッ
法
曹
大
会
で
討
論
さ
れ
、
比
較
法
的
な
考
察
も
な
さ
れ
て
．
そ
の

結
論
と
し
て
、
録
音
テ
ー
プ
を
用
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
使
用
に
つ
き
証
言

し
た
人
の
同
意
を
得
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
と
い
う
よ
う
な
建
議
が
な
さ
れ
た
。

筆
者
は
．
録
音
テ
ー
プ
の
も
つ
性
質
か
ら
生
ず
る
い
ろ
い
ろ
な
濫
用
の
危
険
に

つ
き
考
慮
を
し
た
上
で
．
そ
こ
に
録
音
せ
ら
れ
た
余
り
重
要
で
な
い
証
言
に

つ
い
て
．
若
し
そ
れ
が
要
点
を
記
録
す
る
速
記
な
ら
ば
当
然
は
ぶ
か
れ
る
は
ず

の
と
こ
ろ
．
忠
実
に
記
録
す
る
器
械
の
こ
と
ゆ
え
．
の
ち
の
ち
ま
で
も
残
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
性
質
の
証
言
に
つ
い
て
も
．
偽
証
と
さ
れ
る
の
で
は

た
ま
つ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
真
実
義
務
の
範
囲
が
尋

問
の
対
象
に
よ
つ
て
制
限
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
。
そ
の
他
、
証
人
の
証
言

義
務
の
限
界
に
つ
い
て
の
錯
誤
等
に
つ
き
ふ
れ
て
い
る
。
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行
為
者
に
属
さ
な
い
請
産
を
誤
ま
っ
て
没
取
し
た
場
合
の
間
題
を
論
ず
る
。

一
四

（
一
一
四
）

筆
者
は
司
法
官
試
補
。

　
蟄
1
～
敏
8
奪
Q
§
吻
団
。
』
鍔
ト
堕
幅
§
。
。
蚕
蕊
言
8
蕊
醤
⑳
o
§
ぴ
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旨
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ε
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ξ
§
。
。
匙
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亀
oo
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“
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蹄

　
ワ
イ
ソ
法
に
関
す
る
特
殊
な
テ
ー
マ
の
論
文
。

　
塞
箋
§
界
b
ミ
Φ
§
o
ミ
。
。
9
§
象
恥
『
亀
虞
琶
§
“
O
蔚
富
昏
ミ
恥
3

審
ま
。
。
讐
島
§
怠
ε
偽
建
“
§
・
砕
謡
q
顎

　
セ
ル
フ
サ
ー
ピ
ス
の
商
店
は
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
に
発
達
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
戦
後
は
、
西
独
に
も
非
常
に
拡
ま
り
つ
つ
あ
る
。
労
働
力
の
不
足
と
経

済
的
繁
栄
の
象
徴
で
あ
ろ
う
か
。
評
者
が
西
独
に
滞
在
し
て
い
た
一
九
五
七
・

八
年
頃
か
ら
．
そ
の
増
加
が
目
に
つ
い
た
が
．
現
在
は
一
六
．
O
O
O
軒
を
超

え
る
（
一
九
六
〇
年
）
と
い
う
。

　
顧
客
が
品
物
を
手
に
と
り
う
る
こ
と
．
早
く
引
き
渡
し
う
る
と
い
つ
た
特
徴

が
こ
の
販
売
形
式
に
は
あ
る
一
方
．
買
手
に
は
そ
の
商
品
を
所
定
の
カ
ゴ
に
入

れ
な
い
で
自
己
の
買
物
カ
ゴ
又
は
着
物
の
下
に
か
く
し
て
．
支
払
所
で
清
算
し

な
い
誘
惑
の
場
所
で
も
あ
る
。
又
、
被
害
商
品
が
少
量
か
っ
少
額
の
生
活
物
資

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
点
に
ド
イ
ツ
刑
法
で
は
解
釈
上
間
題
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
通
常
の
窃
盗
を
規
定
す
る
二
四
二
条
の
他
に
．
『
少
量
又
は

些
細
な
価
値
の
食
料
品
．
嗜
好
品
そ
の
他
の
家
庭
経
済
の
消
費
物
を
、
即
座
に

消
費
す
る
た
め
に
窃
取
又
は
横
領
す
る
』
と
い
う
三
七
〇
条
一
項
五
号
の
飲
食

物
窃
盗
（
寓
§
身
睾
げ
）
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
種
の
行
為
に
必
要
な
こ
と
拡
．



当
該
商
店
員
が
こ
れ
を
昌
撃
し
て
い
る
こ
と
．
行
為
者
を
つ
か
ま
え
る
な
ら
．

遅
く
と
も
店
か
ら
去
る
前
に
と
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
犯
罪
の
時
を
い

つ
と
す
る
か
（
三
七
〇
条
に
は
未
遂
の
規
定
が
な
い
）
が
問
題
と
な
る
。

　
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
こ
の
新
た
に
現
わ
れ
た
セ
ル
フ
サ
！
ビ
ス
店
の
性
質
に
従

い
．
保
管
の
概
念
、
窃
盗
の
著
手
、
既
遂
の
時
期
を
究
明
す
る
の
で
あ
つ
て
．

次
の
如
く
言
う
。
顧
客
が
備
え
つ
け
の
カ
ゴ
に
入
れ
、
支
払
所
に
も
つ
て
ゆ
く

商
品
は
、
支
払
所
の
と
こ
ろ
で
店
員
の
手
に
よ
り
顧
客
に
専
ら
保
管
す
る
権
限

を
与
え
る
ま
で
．
社
会
的
慣
例
上
は
店
の
所
有
者
の
排
他
的
保
管
の
も
と
に
あ

る
。
顧
客
が
衣
服
の
下
又
は
携
行
し
た
カ
バ
ソ
等
に
ひ
そ
め
た
商
品
は
、
客
の

支
配
領
域
に
と
り
こ
ん
だ
故
．
窃
盗
の
既
遂
で
あ
る
．
顧
客
か
ら
商
品
を
発
見

し
．
そ
れ
を
と
り
か
え
す
た
め
に
は
特
別
な
正
当
化
事
由
を
必
要
と
す
る
が
、

こ
の
法
律
状
態
に
つ
い
て
は
．
行
為
を
目
撃
し
て
い
た
か
否
か
は
問
わ
な
い
。
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9
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A
と
B
と
が
侵
入
窃
盗
を
行
つ
た
。
二
人
は
盗
品
の
山
分
け
を
約
束
し
て
い

た
。
獲
物
を
最
初
に
自
分
一
人
占
め
に
し
た
A
が
後
に
B
に
三
分
の
一
し
か
与

え
ず
．
し
か
も
正
直
に
分
け
た
と
い
つ
た
と
す
る
。
C
が
娼
家
に
行
き
．
売
春

婦
に
支
払
い
を
約
し
て
お
き
な
が
ら
、
性
交
を
終
え
て
そ
れ
を
履
行
し
な
か
つ

た
。
A
お
よ
び
C
が
詐
欺
の
責
め
を
負
う
か
否
か
は
B
お
よ
び
売
春
婦
が
欺
固

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ギ

に
よ
り
財
産
上
の
損
害
を
蒙
つ
た
か
否
か
に
よ
る
。
こ
の
二
つ
の
問
題
に
聯
邦

裁
の
判
例
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
双
方
と
も
に
被
害
者
ほ
道
徳
的
に
非
難
さ
れ
る

要
求
権
を
失
つ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
前
者
は
有
罪
と
さ
れ
後
者
は
無
罪
と

さ
れ
た
。
筆
者
は
こ
の
点
を
問
題
に
し
て
、
詐
欺
罪
に
お
け
る
財
産
的
損
害
、

殊
に
財
物
概
念
の
究
明
に
当
つ
て
い
る
。

　
苺
卑
。
・
§
国
ミ
国
§
§
醤
き
喚
“
塁
麟
賄
漣
、
鋤
題
摯
傘
塑
ー
（
噛
ε
§
魯

。
ぎ
肉
§
凄
喚
袋
§
5
還
§
ぴ
召
・
毫
。
菅
餐
匙
意
甑
ミ
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b
匙
き
肺
ε
¢
沁
oo
O
蹄

　
筆
者
は
一
九
六
〇
年
に
℃
』
巴
詩
言
ま
蒔
o
β
区
Q
逼
且
晩
霊
9
国
．
．
と
い
う
労

作
で
教
授
資
格
を
取
得
し
た
。
チ
ュ
ー
ビ
ソ
ゲ
ン
大
学
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
弟

子
で
あ
つ
て
現
同
大
学
講
師
。

　
傷
害
罪
に
つ
ぎ
「
そ
の
構
成
要
件
は
過
失
に
よ
つ
て
惹
起
さ
れ
た
加
重
的
結

果
が
意
欲
せ
ら
れ
た
行
為
お
よ
び
傷
害
に
向
け
ら
れ
た
行
為
に
よ
る
場
合
に
．

こ
れ
は
実
現
さ
れ
る
が
、
こ
の
結
果
が
行
為
か
ら
直
接
に
生
じ
た
か
．
或
は
そ

れ
と
関
係
の
あ
る
．
そ
れ
よ
り
更
に
す
す
ん
だ
結
果
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
か

を
間
わ
な
い
。
意
欲
せ
ら
れ
た
傷
害
の
結
果
が
事
実
生
じ
た
か
ど
う
か
は
関
係

が
な
い
。
傷
害
未
遂
は
行
為
者
に
過
失
の
責
め
を
帰
し
う
る
場
合
に
認
め
ら
れ

る
。
』
と
す
る
。
余
り
す
ぐ
れ
た
論
文
と
は
い
え
な
い
。
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ミ
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§
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§
画
憲
ミ
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閑
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6
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紹
介
と
批
評

oo
●
器
一
鞠
・

　
一
九
六
〇
年
に
公
刊
さ
れ
た
輿
oo
魯
ヨ
置
ε
9
0
的
雷
竃
島
β
轟
。
言
菩
塁
，

蘇
且
o
ぎ
号
吋
ま
魯
暮
ユ
島
一
φ
ユ
帥
畠
雪
評
o
琴
聲
冨
魯
縄
鐸
晩
ぎ
診
一
〇〇
お
ぴ
写

一
〇
紹
・
に
対
し
反
論
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
利
益
、
職
務
行
為
、
公
務
員
の

被
売
賄
性
．
無
理
強
い
さ
れ
た
義
務
違
反
を
犯
す
た
め
の
公
務
員
の
内
心
的
傾

向
．
”
申
し
出
”
。
要
求
”
と
い
う
構
成
要
件
形
式
に
お
け
る
犯
罪
の
既
遂
に
分

説
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
反
論
は
特
に
一
九
三
三
年
以
後
判
例
が
濱
職
罪
の
構
成

要
件
を
”
甚
だ
し
く
拡
張
し
た
”
こ
と
も
な
く
、
又
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
に

対
し
て
・
概
念
的
に
不
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
こ
れ
と
衝
突
し
た
〃
こ
と

も
な
く
．
従
来
の
判
例
を
”
破
つ
た
”
こ
と
も
．
ま
た
”
法
治
国
の
路
線
を
去

つ
た
”
と
も
い
え
な
い
こ
と
（
”
　
”
内
は
シ
ュ
、
・
・
ッ
ト
の
結
論
）
。
聯
邦
裁
判
所

は
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
が
確
立
し
た
判
例
を
引
ぎ
つ
ぎ
．
こ
れ
は
現
代
の
法
政
策
お

よ
び
刑
事
政
策
の
要
求
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
骨
子
と
し
て
い

る
が
．
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
と
も
に
．
賄
賂
罪
の
構
成
要
件
の
解
釈
は
注
意
し
て
吟

味
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
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墨
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ミ
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O
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9
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憲
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＆
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一
　
一
ム
ハ
　
　
　
　
（
一
　
一
幽
ハ
》

　
現
在
進
行
中
の
刑
法
大
改
正
委
員
会
で
、
時
効
の
問
題
に
つ
き
如
何
に
論
議

が
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
。
筆
者
は
9
0
＜
霞
緯
胃
導
o
q

冒
の
芹
鑑
冨
3
蛭
　
導
富
3
磯
3
即
菖
普
冨
¢
暮
霞
器
o
ゴ
5
叩
ぢ
巽
の
中
で
．

実
体
法
的
時
効
論
を
主
張
し
た
人
で
あ
る
が
、
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
一
九
六
〇

年
草
案
を
評
し
て
．
右
の
学
説
を
そ
の
基
礎
と
す
べ
し
と
提
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
×

　
本
誌
に
は
、
そ
の
地
、
各
ラ
ソ
ト
の
高
等
裁
判
所
の
判
例
を
、
裁
判
所
ご
と

に
整
理
し
て
あ
つ
て
便
利
で
あ
る
。
巻
末
に
ご
く
簡
単
な
書
評
が
登
載
さ
れ
る

の
を
常
と
し
て
い
る
。
（
一
九
六
一
・
二
・
八
．
穂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
沢
浩
口
）


